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はじめに

静岡大字大学院教育学研究科教育夫践高度化専攻(教噛大学院)の第9朋修了生による成

呆干oc山書抄録集をお届けします。

本抄録集は、 静岡県教育委員会派遣の教員15名(研修等定数による派遣14名、研修支

提制度による派遣1名〉および、学卒院ノ1: 8名の合計23名の修了'1 '_が、 2年|叫にわたり探求

してきたアクション . 1)サーチ(実践的研究)の成果の概要をまとめたものです。

本専攻は、 平成21年度に開設され、 これまでに170余名の修了引を輩山し、 静河県内の

小中高等学校及び特別支援学校をはじめ静河県教行委員会事務局、 静岡県総合教育センタ

一、県内IÌJ町教打委員会等において学修した成呆を在日何なく発揮し、静周県の教行を牽引す

る 活躍を見せています っ また本専攻は、 静岡県内の教行課題に対応すべく、 学校組織開発領
域、教育方法開発領域、 生徒指導支援領域、特別支援教育の4つの領域から構成され、幅広

く静岡県の教育説題に対応を可能にするとともに、 専任教員15名、 兼任教員10名の隙々

な専門分野を背景にもスタップが指導や助げにあたっています。 こうした教育・研究のこれ

までの成果が、本専攻は、昨年度教買養成評価機構によって実施された認証評価ー(5年に1

度実施される外部評価)においても高く評価されました。

さて、 折しも平成29年度末にこれまでの審誌を経て、 小学校の新学習指導要領が公示さ

れましたc 今後移行期間を経て平JJ!<: 32年には完全実施、 さらに中学校、 市等学校の完全実

施と続きますc 今岡の改定は、「何を学ぶのかI Iどのように学ぶのかI ["何ができるように

なるのか | の視点から改定の基本んー針として、 「社会に聞かれた教訂課程 | 、「資質 - fiE力の

ー層確実な育成」を推進するためにカ!リキ斗ラム ・マネジメント、「主体的・対日面的で深い

学びJの制点が導入されましたコ これまでの知識宵得型の宇)j観から、 実際に社会や状況に

応じて活用できる資質・能力を基盤主する宇)J観に大きく変更の舵が切られましたっそれに

と も な っ て資質 ・能力を某躍 と した授業研究の方法論、 校内研修の在り方、 カ リ キュ ラ ム ・

マネジメン卜を視点とした組織体制、�徒指導・土ー授の在り方、持別立J愛教育の在り方など、

新学習指導要領の越行の実現に向けて大学を始めとする研究機閃と教育現場とが ー層連携

を謀め、 こ れ ら の課題に答 えてし、かな けれ ばな ら ない時期が到来しています 3
本抄録には、資質・能力を明確にしたカリキュラム|品発、 小・中連騰におけるカソキュラ

ム・ マホジメントの|品発、総合[内な学習における探求の{+りjJ、j架いメÈ{止叫解と支振の{+り

方など新字背指導要預の趣日の実現に向けた課題に取り来日んだアクシpンリサーチ(実践

的研究)で大半が構成されています。 また、 3土i 2 H (士)には、 本学共通N-lで本抄録に記

載された内容の成東発表会が子定されていますの fJじしていただき、 思伸のないご意見、 ご

批正をいただければ幸甚ですa

今後も、修了生が新しい学校づくりを進める新人教員として、あるいは、 スクールリーダ

ーとして宇修した成呆を学校や地域に積極的に還元し、さらなる活躍を)叫侍しています。私

た ち教職)(7院スタ ッフ 同が引 き続きサポー ト してい きたいと考 えています。

なお、 平成32年度を腕み、 教育学研究科ーを教職大学院に 一本化し拡充する方向で準備を

進めてし3るところです。新教職火7院設置に悶しましても、様々な点において、 ご、支援を賜

り ます よ う おI，�Qい申し上 げ ま すの
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